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１．委員の指摘及び提言概要 

標準研究用マイクロプラスチックへのアプローチはいい着眼で、社会や研究コミュニティへの貢

献の大きな研究である。人工的に研究用のマイクロプラスチックを狙った形状とサイズで作成する

ことができるようになったことは画期的であり、体内にマイクロプラスチックが侵入するリスクと

腸管の状態との関係についても明らかにしたこと、論文や学会発表に加えて受賞もあることは評価

できる。マイクロプラスチックの調整・生産は他機関への供給も始まったとのことで、マイクロプ

ラスチックの影響研究がさらに進むことが期待できる。標準研究用マイクロプラスチックについて

は、エコプロ出展での社会の関心把握や、国立研究所の標準物質展開などの系統的な展開、環境研

究への取組に活用することを目指すことが期待される。 

 

２．採点結果 
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